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じ　
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初
国
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理

　

お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
国
宝
「
婚
礼
調
度
類（
徳
川
光
友
夫
人
千
代
姫
所
用
）」
は
、

寛
永
十
六
年（
一
六
三
九
）三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
長
女
千
代
姫（
一
六
三
七
〜
九
八
）が
尾

張
徳
川
家
初
代
義
直
の
嫡
子
光
義（
一
六
二
五
〜
一
七
〇
〇　

の
ち
光
友
、
尾
張
徳
川
家
二

代
）に
嫁
い
だ
際
の
婚
礼
調
度
で
、「
初
国
の
調
度
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。「
婚

礼
調
度
類
」
は
、『
源
氏
物
語
』
第
二
十
三
帖
「
初
国
」
に
題
材
を
と
り
、
六
条
院
の

正
月
の
情
景
を
あ
ら
わ
し
た
な
か
に
「
年
月
を
…
」
の
和
歌
一
首
を
葦
手
で
散
ら
し
た

「
初
国
国
絵
調
度
」
四
十
七
件
、
同
じ
く
第
二
十
四
帖
「
胡
蝶
」
に
基
づ
き
六
条
院
の

春
の
船
楽
を
あ
ら
わ
し
た
「
胡
蝶
国
絵
調
度
」
十
件
、
そ
の
他
の
意
匠
の
国
絵
調
度
や

染
織
品
、
刀
剣
等
十
三
件
の
計
七
十
件
で
、
一
括
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
「
初
国
国
絵
調
度
」
お
よ
び
「
胡
蝶
国
絵
調
度
」
な
ど
の
国
絵
調
度
は
、
室
町

幕
府
か
ら
江
戸
幕
府
に
至
る
ま
で
、
時
の
政
権
に
国
絵
師
と
し
て
仕
え
た
幸
阿
弥
家
の

十
代
長
重（
一
五
九
九
〜
一
六
五
一
）が
手
が
け
た
こ
と
が
史
料
か
ら
判
明
し
て
い
る
。
精

緻
な
文
学
的
意
匠
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
総
体
梨
子
地
仕
上
げ
で
、
高
度
な
技
術
を
要

す
る
高
国
絵
や
研
出
国
絵
・
平
国
絵
・
切
金
な
ど
様
々
な
国
絵
技
法
が
駆
使
さ
れ
て
お

り
、
漆
工
史
上
、
最
高
峰
の
国
絵
技
術
を
示
す
名
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

千
代
姫（
法
号
・
霊
仙
院
）が
元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）十
二
月
十
日
に
六
十
二
歳
で
逝

去
す
る
と
、「
初
国
の
調
度
」
を
含
む
遺
品
の
一
部
が
将
軍
家
や
尾
張
徳
川
家
を
は
じ

め
と
す
る
親
族
に
贈
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
の
遺
品
は
「
霊
仙
院
様
御
道
具
」
と
し
て

十
釣（
棹
）の
長
持
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
、
江
戸
か
ら
国
許
の
尾
張
に
移
送
さ
れ
た
。
翌

十
二
年
五
月
十
七
日
に
名
古
屋
に
到
着
し
た
遺
品
は
、
間
も
な
く
名
古
屋
城
内
と
尾
張

徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
建
中
寺（
現
・
名
古
屋
市
東
区
）の
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
建
中
寺
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
た
遺
品
は
、
同
十
四
年
六
月
二
十
九
日
の

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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二

奥
書
が
あ
る『
霊
仙
院
様
御
道
具
目
録
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）お
よ
び
江
戸
時
代
中
期
の『
建

中
寺
霊
仙
院
道
具
目
録
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）か
ら
七
十
件
あ
ま
り
の
品
目
が
判
明
す
る
。

こ
れ
ら
は
明
治
六
年（
一
八
七
三
）に
、
建
中
寺
か
ら
尾
張
徳
川
家
に
返
還
さ
れ
、
両
目

録
に
記
載
さ
れ
た
品
々
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
国
宝
「
婚
礼
調
度
類
」
と
し
て
徳
川
美
術
館

に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

千
代
姫
の
死
後
か
ら
明
治
時
代
初
期
ま
で
厳
格
に
保
管
さ
れ
た
「
初
国
国
絵
調
度
」、

「
胡
蝶
国
絵
調
度
」
な
ど
の
国
絵
の
漆
工
品
は
、
今
も
な
お
漆
特
有
の
艶
や
か
な
器
面

の
美
し
さ
を
み
せ
、
同
時
代
の
伝
存
の
漆
工
品
と
比
較
し
て
も
、
格
段
に
良
好
な
保
存

状
態
を
保
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
子
細
に
見
る
と
、
千
代
姫
在
世
時
の

使
用
痕
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
、
在
世
時
も
し
く
は
近
代
に
お
け
る
修
理
箇
所
が
あ
る
こ

と
に
加
え
、
四
百
年
近
く
歳
月
を
経
た
こ
と
に
よ
る
漆
塗
膜
の
劣
化
、
さ
ら
に
は
木
地

収
縮
に
伴
っ
て
構
造
に
弛
み
が
生
じ
、
亀
裂
や
周
辺
塗
膜
の
剥
離
・
剥
落
が
生
じ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
特
に
早
急
な
処
置
が
望
ま
れ
た
「
初
国
国
絵
見
台
」
二
基
と
「
初
国
国
絵

旅
香
具
箱
」
一
式
、「
初
国
国
絵
書
棚
」
二
基
、「
胡
蝶
国
絵
書
棚
」
一
基
の
計
六
件
の

修
理
施
工
を
、
平
成
三
十
年
度（
二
〇
一
八
）か
ら
五
か
年
に
わ
た
り
、
国
と
愛
知
県
よ

り
の
補
助
金
に
加
え
、
住
友
財
団
の
「
文
化
財
維
持
・
修
復
事
業
助
成
」
に
よ
り
実
施

し
た
。
修
理
事
業
は
現
在
も
継
続
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
平
成
三
十
年
六
月
に
着
工

し
た
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所（
代
表　

室
瀬
智
弥
氏
）に
よ
る
見
台
二
基
と
旅
香
具
箱

一
式
の
修
理
が
令
和
二
年（
二
〇
二
〇
）三
月
に
完
了
し
た
た
め
、
同
研
究
所
に
よ
る
詳

細
な
修
理
報
告
書
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
以
下
に
報
告
し
た
い
。

一
　
修
理
方
針

指
定
文
化
財
漆
工
芸
品
保
存
修
理
の
理
念
に
則
り
、
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
、
現
状

保
存
修
理
を
原
則
と
し
た
。

①
事
前
調
査

修
理
前
の
現
状
を
調
査
記
録
し
た
。
ま
た
、
修
理
以
前
に
撮
影
し
た
Ｃ
Ｔ
画
像
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
十
分
に
調
査
を
行
っ
た
。

②
修
理
工
程
の
決
定

傷
み
の
現
状
を
確
認
し
修
理
工
程
を
決
定
し
た
上
で
施
工
す
る
こ
と
と
し
た
。
修
理

中
に
発
生
す
る
問
題
や
新
し
い
事
態
に
は
文
化
庁
・
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
・
徳
川

美
術
館
の
三
者
で
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
た
。

③
情
報
共
有

こ
の
修
理
と
並
行
し
て
、書
棚
三
基（「
初
国
国
絵
書
棚
」
二
基
お
よ
び
「
胡
蝶
国
絵
書
棚
」

一
基
）の
修
理
を
行
う
大
西
漆
芸
修
復
ス
タ
ジ
オ（
代
表　

大
西
智
洋
氏
）と
作
業
工
程
や

材
料
等
の
情
報
を
共
有
し
作
業
を
進
め
た
。

④
修
理
報
告
書
の
作
成

施
工
の
際
に
写
真
撮
影
を
伴
っ
た
修
理
の
記
録
を
取
り
、
修
理
後
と
比
較
で
き
る
よ

う
に
し
、
修
理
終
了
後
、
報
告
書
を
作
成
し
た
。

二
　
初
音
蒔
絵
見
台
　
二
基
の
修
理

「
初
国
国
絵
見
台
」
二
基
は
、
同
名
の
た
め
便
宜
上
、
以
下
「
見
台
Ａ
」（
挿
図
1
）

「
見
台
Ｂ
」（
挿
図
2
）と
略
称
す
る
。
い
ず
れ
も
、
格
子
状
の
書
見
板
に
、
横
木
を
付
し

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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九
三

た
縦
二
本
の
支
柱
を
持
つ
組
み
立
て
式
の
見
台
で
、
基
台
に
は
抽
斗
が
付
く
。
木
地
接

合
部
を
は
じ
め
各
所
に
彫
金
製
の
金
具
が
付
き
、
見
台
Ｂ
に
は
梅
や
椿
の
花
の
表
現
に

珊
瑚
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
修
理
の
前
後
で
法
量
に
変
化
は
な
い
。

法
量　

見
台
Ａ　

高
五
五
・
九
糎　

幅
五
〇
・
五
糎　

奥
行
二
八
・
七
糎

　
　
　

見
台
Ｂ　

高
五
六
・
八
糎　

幅
五
〇
・
四
糎　

奥
行
二
八
・
五
糎

修
理
前
の
状
況

見
台
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
、
経
年
に
よ
る
塗
膜
劣
化
お
よ
び
汚
れ
が
確
認
さ
れ
、
切
金
と

珊
瑚（
見
台
Ｂ
の
み
）が
一
部
剥
離
し
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
書
見
板
格
子
の
接
合
部

に
亀
裂
が
あ
り
、
抽
斗
内
面
に
は
全
体
に
カ
ビ
が
見
ら
れ
た（
図
1
）。
飾
り
金
具
を
止

め
る
釘
は
、
一
部
で
緩
み
が
確
認
で
き
た
。

こ
れ
に
加
え
、
見
台
Ａ
は
基
台
甲
板
部
左
下
部
の
橋
を
象
っ
た
金
貝
が
、
経
年
の
木 挿図2　初音蒔絵見台（見台Ｂ）

挿図1　初音蒔絵見台（見台Ａ）

地
収
縮
に
よ
り
中
央
部
分
が
浮
い
た
状
態

で
あ
っ
た（
挿
図
3
）。

見
台
Ｂ
は
、
見
台
Ａ
に
比
し
て
損
傷
が

顕
著
で
、
基
台
甲
板
部
の
左
右
両
端
か
ら

中
央
に
向
か
っ
て
、
乾
燥
に
伴
う
木
地
収

縮
に
よ
る
亀
裂
が
約
一
五
糎
の
長
さ
で
入

り
、
周
辺
塗
膜
に
剥
離
が
生
じ
て
い
た

（
図
3
）。
基
台
底
板
部
に
は
、
左
右
に
通

し
て
入
っ
た
一
本
の
亀
裂
が
表
裏
に
幅
広

く
貫
通
し
、
割
れ
た
底
板
が
上
下
に
ず
れ

て
段
差
が
生
じ
て
い
た（
図
5
）。
そ
の
影

挿図3　見台Ａ 金貝の浮き

響
で
抽
斗
を
開
閉
す
る
際
に
底
裏
が
擦
れ
る
た
め
、
底
裏
に
擦
り
傷
が
深
く
数
箇
所
に

入
っ
て
い
る
。
抽
斗
に
は
当
て
傷
が
あ
り
、
飾
り
金
具
を
止
め
る
釘
に
は
緩
み
が
見
ら

れ
、
釘
が
欠
失
し
た
箇
所
も
あ
る
。
書
見
板
格
子
の
表
面
が
何
ら
か
の
理
由
で
削
ら
れ

て
お
り
、
下
地
・
木
地
が
露
出
し
、
ま
た
数
箇
所
で
木
地
接
合
部
が
外
れ（
図
7
）、
危

険
な
状
態
で
あ
っ
た
。

修
理
工
程

修
理
作
業
は
以
下
の
工
程
で
行
っ
た
。

①
事
前
調
査

先
述
し
た
修
理
前
の
状
況
に
加
え
、
初
国
国
絵
調
度
は
銀
粉
お
よ
び
銀
板
を
用
い
た

国
絵
表
現
が
随
所
に
存
在
し
、
同
部
分
は
経
年
に
よ
り
銹
化（
錆
が
侵
食
し
た
状
態
）し
て

い
る
。
銹
化
し
て
本
来
の
銀
色
を
失
っ
て
い
る
部
分
は
、
必
要
以
上
に
触
れ
る
と
さ
ら

に
変
色
す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
漆
固
め
の
作
業
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
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九
四

う
、
あ
ら
か
じ
め
銀
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
部
分
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
行
っ
た
。
分
析

は
東
京
文
化
財
研
究
所
の
早
川
泰
弘
氏
に
依
頼
し
た
。

②
修
理
前
記
録
・
撮
影

修
理
前
の
現
状
を
記
録
し
、
修
理
作
業
工
程
の
確
認
を
行
っ
た
。
修
理
前
と
修
理
後

の
画
像
比
較
の
た
め
の
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

③
設
置
台
の
製
作

修
理
作
業
を
安
全
に
行
え
る
よ
う
設
置
台
を
製
作
し
た
。
ま
た
、
剥
離
し
た
切
金
や

塗
膜
の
圧
着
に
使
用
す
る
心し

ん

張ば
り

用
の
木
枠
を
準
備
し
た
。

④
養
生
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

塗
膜
表
面
に
付
着
し
た
埃
は
、
漆
塗
膜
や
国
絵
、
剥
離
し
た
切
金
、
珊
瑚
等
に
損
傷

を
与
え
な
い
よ
う
毛
棒
で
払
い
落
と
し
た
。
付
着
し
た
カ
ビ
等
の
汚
れ
は
、
柔
ら
か
い

木
綿
布
や
綿
棒
に
精
製
水
を
含
ま
せ
て
丁
寧
に
除
去
し
た（
挿
図
4
・
図
2
）。
水
分
だ

け
で
除
去
で
き
な
い
汚
れ
は
、
綿
棒
に
少
量
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
含
ま
せ
て
除
去
を
行
っ

分
に
は
膠
を
含
浸
さ
せ
た
。

⑥
梨
子
地
塗
膜
の
漆
固
め

梨
子
地
塗
膜
は
、
経
年
の
劣
化
に
よ
り
本
来
の
艶
を
失
っ
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
た

め
、
漆
塗
膜
を
強
化
す
る
目
的
と
あ
わ
せ
て
漆
固
め
を
行
っ
た（
挿
図
6
）。
漆
固
め
は
、

配
合
し
た
漆
を
希
釈
し
て
塗
膜
表
面
に
塗
布
し
た
後
、
周
辺
部
分
を
傷
め
な
い
よ
う
丁

寧
に
拭
き
取
り
、
乾
固
さ
せ
る
工
程
で
あ
る
。
塗
膜
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
完
了
し
た
後

に
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
切
金
等
の
剥
落
の
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、
膠
に
よ
る
安

定
化
処
置
が
完
了
し
た
後
に
、
ま
ず
は
使
用
に
よ
る
擦
傷
や
劣
化
が
生
じ
て
い
た
金
梨

子
地
の
塗
膜
部
分
の
み
に
限
定
し
て
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
見
台
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
基
台

表
面
お
よ
び
内
側
の
底
面
、
抽
斗
表
面
お
よ
び
底
裏
面
を
対
象
と
し
、
こ
れ
以
外
の
状

態
が
安
定
し
て
い
る
箇
所
に
は
行
わ
な
か
っ
た
。

⑦
亀
裂
部
の
圧
着（
見
台
Ｂ
の
み
）

見
台
Ｂ
の
基
台
甲
板
部
に
生
じ
た
亀
裂（
図
3
）に
、
接
着
用
に
調
合
し
た
麦
漆
を
溶

（
8
）

挿図4　クリーニング

た
。
切
金
や
珊
瑚
周
辺
の
汚
れ
は
、
ま
ず

切
金
や
珊
瑚
を
膠
等
で
安
定
さ
せ
た
後

に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
除
去
し
た
。

ま
た
銹
化
し
て
本
来
の
色
を
失
っ
て
い
る

銀
部
分
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
行
っ
た
。

⑤
切
金
の
膠
押
さ
え

全
て
の
切
金
に
膠
を
含
浸
さ
せ
、
剥
離

し
た
切
金
は
木
枠
と
竹
ひ
ご
の
弾
力
を
利

用
し
た
心
張
法
で
圧
着
し
た（
挿
図
5
）。

見
台
Ｂ
の
珊
瑚
も
剥
落
が
心
配
さ
れ
る
部

挿図5　切金部分の心張

挿図6　梨子地塗膜の漆固め
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剤
で
希
釈
し
て
含
浸
さ
せ
、
心
張
法
で
亀
裂
部
と
周
辺
の
剥
離
塗
膜
を
同
時
に
圧
着
し

た（
挿
図
7
・
図
4
）。
ま
た
書
見
板
格
子
の
接
合
部
の
亀
裂（
図
7
）に
は
、
同
じ
く
溶
剤

で
希
釈
し
た
麦
漆
を
含
浸
し
、
歪
み
を
矯
正
し
て
ク
ラ
ン
プ
に
て
圧
着
を
行
っ
た（
挿

図
8
・
図
8
）。

⑧
亀
裂
の
麦
漆
含
浸
・
接
着（
見
台
Ｂ
の
み
）

見
台
Ｂ
の
基
台
底
板
に
入
っ
た
亀
裂（
図
5
）は
、
表
裏
に
貫
通
し
て
い
る
状
態
で
、

木
地
の
歪
み
に
よ
る
段
差
も
生
じ
て
い
た
た
め
、
刻
苧
・
漆
下
地
の
充
填
だ
け
で
は
段

差
を
解
消
し
つ
つ
亀
裂
を
塞
ぐ
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
亀
裂
の
幅
に
あ
わ
せ

て
檜
板
を
加
工
整
形
し
て
漆
固
め
を
施
し
た
後
、
差
し
込
ん
で
埋
木
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
亀
裂
箇
所
に
溶
剤
で
希
釈
し
た
麦
漆
を
含
浸
し
、
内
部
の
漆
固
め
を
行
っ
た

（
挿
図
9
）。
乾
固
後
、
檜
板
お
よ
び
亀
裂
内
部
に
麦
漆
を
塗
布
し
、
檜
板
を
差
し
込
ん

だ（
挿
図
10
）。
そ
の
後
、
養
生
を
施
し
た
上
で
当
て
木
を
し
て
ク
ラ
ン
プ
を
用
い
て
圧

着
し
た（
図
6
）。

（
9
）

挿図7　甲板部の圧着

挿図8　格子部の圧着

挿図10　檜板の差し込み（見台Ｂ）

挿図9　麦漆の含浸（見台Ｂ）

⑨
塗
膜
押
さ
え

亀
裂
箇
所
や
損
傷
箇
所
の
剥
離
し
た
塗
膜
に
は
、
溶
剤
で
希
釈
し
た
麦
漆
を
筆
で
塗

膜
の
際
よ
り
含
浸
さ
せ
、
余
分
な
麦
漆
を
拭
き
取
り
、
ク
ラ
ン
プ
ま
た
は
心
張
法
に
よ

り
圧
着
さ
せ
た
。

⑩
刻
苧
・
下
地
整
形

亀
裂
箇
所
や
損
傷
箇
所
に
刻
苧
を
充
填
し
た（
挿
図
11
）。
充
填
は
亀
裂
の
深
さ
や
損

傷
の
程
度
に
応
じ
て
数
回
に
分
け
て
行
い
、
乾
固
後
、
砥
石
等
を
用
い
て
、
周
辺
塗
膜

を
傷
め
な
い
よ
う
留
意
し
な
が
ら
刻
苧
表
面
を
平
滑
に
整
形
し
た
。
刻
苧
を
充
填
し
た

箇
所
や
下
地
が
欠
失
し
て
い
る
箇
所
に
は
、
漆
下
地
に
よ
る
下
地
付
け
を
行
っ
た（
挿

図
12
）。
乾
固
後
、
砥
石
等
を
用
い
て
下
地
表
面
を
平
滑
に
し
、
漆
固
め
を
行
っ
た
。

⑪
際き

わ

錆さ
び

下
地
整
形
し
た
箇
所
や
亀
裂
箇
所
、
塗
膜
押
さ
え
を
行
っ
た
箇
所
に
、
手
の
接
触
に

よ
る
塗
膜
剥
落
防
止
を
目
的
と
し
て
錆
漆
を
施
す
際
錆
を
行
っ
た
。

（
10
）

（
11
）



国
宝

	初
国
国
絵
見
台

	二
基
・
旅
香
具
箱

	一
式
の
修
理
に
つ
い
て

九
六

⑫
釘
の
緩
み
調
整

釘
が
緩
み
、
釘
頭
が
突
出
し
て
い
る
箇
所
は
、
可
能
な
範
囲
で
軽
く
打
ち
直
し
、
緩

み
の
調
整
を
行
っ
た
。

⑬
漆
固
め

再
度
、
梨
子
地
塗
膜
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
漆
固
め
を
行
っ
た
。

⑭
修
理
後
写
真
撮
影
・
報
告
書
作
成

な
お
、
修
理
作
業
前
に
判
明
し
て
い
た
問
題
点
の
一
つ
で
あ
る
見
台
Ａ
の
基
台
甲
板

部
の
左
下
に
あ
る
橋
の
金
貝
の
中
央
部
分
の
浮
き
は
、
金
貝
の
反
り
が
強
い
た
め
圧
着

す
る
こ
と
が
困
難
で
、
文
化
庁
・
目
白
漆
芸
文
化
研
究
所
・
徳
川
美
術
館
と
の
協
議
の

結
果
、
現
状
の
ま
ま
と
し
た（
挿
図
3
）。

ま
た
、
見
台
Ｂ
の
支
柱
の
先
に
付
い
た
金
具
は
、
釘
一
本
が
欠
失
し
て
い
る
と
見
ら

れ
た
が
、
修
理
作
業
の
た
め
金
具
を
ず
ら
し
た
と
こ
ろ
、
金
具
下
に
釘
穴
が
存
在
し
な

い
こ
と
が
判
明
し
た（
挿
図
13
）。
後
補
で
釘
穴
を
埋
め
た
形
跡
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
当
初
か
ら
釘
が
打
た
れ
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。
三
者
で
の
協
議
の
結
果
、

支
柱
先
端
の
木
地
に
歪
み
が
あ
る
た
め
金
具
が
脱
落
し
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

釘
の
新
補
は
行
わ
ず
、
金
具
を
所
定
の
位
置
に
戻
す
の
み
と
し
た
。

三
　
初
音
蒔
絵
旅
香
具
箱 

一
式
の
修
理

「
初
国
国
絵
旅
香
具
箱
」
は
、
旅
持
ち
用
の
香
道
具
一
式
が
収
め
ら
れ
た
印
籠
蓋
造

の
箱
で
あ
る（
挿
図
14
）。
両
長
側
面
の
中
央
に
彫
金
製
の
紐
金
具
が
付
く
。
法
量
と
内

容
品
は
左
記
の
と
お
り
で
、
修
理
の
前
後
で
法
量
に
変
化
は
な
い
。
内
容
品
の
う
ち
、

金
属
製
品
で
あ
る
銀
製
銀
葉
挟
と
鍍
金
香
挟
以
外
は
、
親
箱
同
様
の
加
飾
が
施
さ
れ
て

い
る
。
但
し
、
台
板
は
梨
子
地
の
加
飾
の
み
で
あ
る
。

旅
香
具
箱　

法
量　

高
一
六
・
九
糎　

幅
二
六
・
九
糎　

奥
行
二
〇
・
九
糎

ａ
、
香
盆　

一
枚

挿図11　刻苧の充填

挿図12　下地付け

挿図13　見台Ｂ 釘の欠失
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ｂ
、
阿
古
陀
形
火
取
香
炉（
銀
製
火
屋
付
）　

一
口

ｃ
、
瓶
形
香
炉　

一
口

ｄ
、
結
文
形
三
重
香
合　

一
合

ｅ
、
棗
形
香
合　

一
合

ｆ
、
壺
形
炷
空
入　

一
口

ｇ
、
銀
製
銀
葉
挟　

一
個

ｈ
、
鍍
金
香
挟　

一
個

ｉ
、
台
板　

一
枚

修
理
前
の
状
況

経
年
に
よ
る
塗
膜
劣
化
お
よ
び
汚
れ
が
見
ら

挿図14　初音蒔絵旅香具箱

れ
た
。
一
部
剥
離
し
て
い
る
切
金
が
あ
っ
た
。
内
容
品
の
う
ち
、
ｂ
阿
古
陀
形
火
取
香

炉
お
よ
び
ｃ
瓶
形
香
炉
、
ｆ
壺
形
炷
空
入
の
三
点
が
特
に
損
傷
が
著
し
く
、
な
か
で
も

ｂ
阿
古
陀
形
火
取
香
炉
は
、
内
面
お
よ
び
見
込
の
梨
子
地
面
に
断
文
が
深
く
入
り
、
塗

膜
の
浮
き
が
多
く
み
ら
れ
た（
図
9
）。ｃ
瓶
形
香
炉
と
ｆ
壺
形
炷
空
入
に
い
た
っ
て
は
、

木
地
か
ら
大
き
な
亀
裂
が
入
り
、内
外
に
貫
通
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
ｃ
瓶
形
香
炉
は
、

上
縁
二
箇
所
に
放
射
状
の
深
い
亀
裂
が
入
っ
て
い
た（
図
11
・
13
）。
ｆ
壺
形
炷
空
入
は
、

内
部
に
嵌
め
込
ま
れ
た
銅
板
と
思
わ
れ
る
金
属
と
外
側
の
木
胎
と
の
収
縮
率
の
違
い
か

ら
ひ
ず
み
が
生
じ
、
肩
の
部
分
に
同
心
円
状
の
円
弧
を
描
く
よ
う
に
二
本
の
深
い
亀
裂

が
生
じ
て
い
た（
図
15
）ほ
か
、
上
縁
か
ら
縦
方
向
に
も
深
い
亀
裂
が
入
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
塗
膜
面
に
段
差
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
内
側
の
金
属
の
銹
化
が
激
し
く
、
緑
青

が
生
じ
て
い
た
。

こ
れ
ら
三
点
は
、
香
木
を
炷
く
た
め
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
塗
膜
劣

化
は
そ
の
際
に
用
い
た
炭
団
や
香
木
の
炷
空（
焚
殻
）の
熱
の
影
響
と
推
測
さ
れ
る
。

修
理
工
程

①
事
前
調
査

②
修
理
前
記
録
・
撮
影

③
作
業
台
製
作

④
養
生
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

⑤
切
金
の
膠
押
さ
え

⑥
梨
子
地
塗
膜
の
漆
固
め

⑦
亀
裂
部
の
圧
着

⑧
塗
膜
押
さ
え

⑨
刻
苧
・
下
地
整
形

⑩
際
錆

⑪
漆
固
め

⑫
修
理
後
写
真
撮
影
・
報
告
書
作
成

修
理
工
程
と
し
て
は
、
見
台
二
基
と
基
本
的
に
ほ
ぼ
同
様
の
た
め
、
重
複
す
る
作
業

に
つ
い
て
は
記
述
を
省
略
し
、
旅
香
具
箱
の
修
理
に
お
い
て
特
記
さ
れ
る
事
項
の
み
に

と
ど
め
る
。

ｆ
壺
形
炷
空
入
の
内
側
に
嵌
め
込
ま
れ
た
銅
板
の
緑
青
が
噴
い
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
文
化
庁
・
目
白
漆
芸
文
化
研
究
所
・
徳
川
美
術
館
と
の
協
議
の
結
果
、
当
時
の

使
用
感
を
残
す
と
い
う
判
断
で
修
理
工
程
④
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
行
わ
ず
、
現
状
の
ま

ま
と
し
た
。

見
台
と
同
様
に
、
梨
子
地
塗
膜
の
強
化
の
た
め
漆
固
め（
修
理
工
程
⑥
）を
行
っ
た
が
、
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劣
化
が
み
ら
れ
る
旅
香
具
箱
の
見
込
・
底

裏
面
、
ａ
香
盆
の
畳
摺
、
ｂ
阿
古
陀
形
火

取
香
炉
、
ｃ
瓶
形
香
炉
、
ｆ
壺
形
炷
空
入

の
み
と
し
、
安
定
し
た
部
分
に
は
行
わ
な

か
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
ｂ
阿
古
陀
形
火
取

香
炉
は
、
熱
に
よ
る
損
傷
で
、
内
面
と
見

込
部
分
の
梨
子
地
塗
膜
や
梨
子
地
粉
の
下

付
漆
ま
で
劣
化
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
こ
の
部
分
に
麦
漆
を
使
用
す
る

と
、
漆
を
拭
き
取
る
際
に
梨
子
地
粉
が
剥

離
し
、
塗
膜
が
黒
ず
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が

挿図15　麦漆の含浸（f 壺形炷空入）

あ
る
た
め
、
溶
剤
で
希
釈
し
た
梨
子
地
漆
を
筆
で
塗
布
し
た
後
、
余
分
な
漆
は
押
さ
え

拭
き
し
て
乾
固
さ
せ
た
。

ｂ
阿
古
陀
形
火
取
香
炉
お
よ
び
ｃ
瓶
形
香
炉
、
ｆ
壺
形
炷
空
入
の
亀
裂
部（
図
9
・

11
・
13
・
15
）は
、
接
着
用
に
調
合
し
た
麦
漆
を
希
釈
し
て
含
浸
さ
せ（
挿
図
15
）、
そ
の

後
、
心
張
法
で
圧
着
を
行
っ
た（
修
理
工
程
⑦
、
図
10
・
12
・
14
・
16
）。

お
　
わ
　
り
　
に

「
初
国
国
絵
見
台
」
二
基
と
「
初
国
国
絵
旅
香
具
箱
」
一
式
の
修
理
は
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
）三
月
に
完
了
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
元
箱
に
収
め
、
徳
川
美
術
館
の
収
蔵
庫

に
格
納
し
た
。
同
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
ま
で
、
修
理
の
完
了
を
記
念

し
て
同
館
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
五
展
示
室
で
こ
の
三
件
を
、
修
理
工
程
を
示
し
た
写

真
パ
ネ
ル
と
と
も
に
特
別
公
開
し
た
。
今
後
も
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
、
順

次
、
大
名
家
の
奥
道
具
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
展
示
し
て
い
く
ほ
か
、
特
別
展
・
企

画
展
で
の
展
示
や
他
館
の
展
覧
会
へ
の
貸
出
等
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
長
期
間
に
及
ぶ
修
理
施
工
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究

所
を
は
じ
め
文
化
庁
や
愛
知
県
・
名
古
屋
市
の
関
係
各
所
の
方
々
、
住
友
財
団
に
対

し
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註（
1
）　

平
成
八
年
六
月
二
十
七
日
指
定
。
指
定
番
号
「
工
第
二
五
四
号
」。

（
2
）　
「
初
国
国
絵
調
度
」
が
幸
阿
弥
家
十
代
長
重
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
、『
幸
阿

弥
家
傳
書
』（「
幸
阿
弥
家
傳
書 

幸
阿
弥
家
傳
巻
」『
美
術
研
究
』
九
八
、
美
術
研
究
所
、

一
九
四
〇
年
）、『
幸
阿
弥
家
記
』（
鈴
木
規
夫
「
幸
阿
弥
家
記 

幸
阿
弥
家
国
絵
品
目
」『
漆
工

史
』
五
、
漆
工
史
学
会
、
一
九
八
二
年
）の
幸
阿
弥
家
側
の
記
録
で
確
認
さ
れ
る
。

（
3
）　

元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）十
二
月
二
十
九
日
に
五
代
将
軍
綱
吉
に
「
古
今
集
」「
千
載
集
」、

御
台
所
の
信
子
に
「
墨
絵
源
氏
」
や
琴
な
ど
が（「
泰
心
院
様
公
辺
御
日
記
」・「
事
蹟
録
」、

と
も
に
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）、
ま
た
翌
十
二
年
正
月
二
十
七
日
に
夫
・
光
友
に
掛
物
や

書
棚
、
屏
風
な
ど
の
遺
品
が
贈
ら
れ
た（「
事
蹟
録
」）。

（
4
）　

千
代
姫
は
、
長
ら
く
江
戸
の
上
屋
敷
で
あ
る
市
谷
邸
を
住
ま
い
と
し
、
逝
去
し
た
当
時
も

市
谷
邸
に
在
住
し
て
い
た
。
江
戸
で
の
「
初
国
の
調
度
」
の
保
管
場
所
も
同
邸
と
み
ら
れ

る
。「
事
蹟
録
」
元
禄
十
二
年
五
月
十
七
日
条
に
左
記
の
記
事
が
あ
る
。

一　

霊
尾
州

仙
院
様
御
道
具
十
釣
到
着
右
御
道
具
建
中
寺
ニ

　
　

御
宝
蔵
出
来
納
置
候
様
ニ
ト
被　

仰
付
御
右
筆
部
屋
留

（
5
）　
『
新
版　

徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
⑤　

初
国
の
調
度
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
）一
三
九

〜
一
四
四
頁
に
「
初
国
の
調
度
関
係
資
料
」
と
し
て
翻
刻
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
初
国
国
絵

書
棚
」
二
基
と
「
胡
蝶
国
絵
書
棚
」
一
基
の
三
基
を
一
件
と
す
る
な
ど
、
現
状
と
は
数
え
方

に
異
同
が
あ
る
。

（
6
）　

所
蔵
番
号
は
初
国
調
度
三
〇
、
前
掲
註（
5
）図
版
番
号
三
八
。

（
7
）　

所
蔵
番
号
は
初
国
調
度
三
一
、
前
掲
註（
5
）図
版
番
号
三
九
。

（
8
）　

精
製
水
で
水
練
り
し
た
小
麦
粉
に
、
生
正
味
漆
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。



国
宝

	初
国
国
絵
見
台

	二
基
・
旅
香
具
箱

	一
式
の
修
理
に
つ
い
て

九
九

（
9
）　

麦
漆
に
麻
の
繊
維
お
よ
び
木
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

（
10
）　

精
製
水
を
含
ま
せ
た
地
の
粉
に
生
正
味
漆
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

（
11
）　

精
製
水
を
含
ま
せ
た
砥
の
粉
に
生
正
味
漆
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

 

（
徳
川
美
術
館　

学
藝
部
部
長
代
理
）



金
　
鯱
　
叢
　
書
　
第
四
十
八
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

令
和
三
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

令
和
三
年
三
月
　

三
十
　

日
　
印
刷
・
発
行

深

井

雅

海

徳

川

義

崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

印
刷
所

〒
605
─

0089
　
京
都
市
東
山
区
元
町
三
五
五

株
式
会
社
　

思
文
閣
出
版

電
話
（
533
）
六
八
六
〇
番
（
代
）
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